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美瑛町生活排水処理基本計画 

 

平成１７年１月計画策定 

平成２２年１月一部改定 

平成２４年１月全部改定 

令和 ３年９月一部改定 

北 海 道 美 瑛 町 

 

はじめに 

 本町は、北海道のほぼ中央に位置し、道北の拠点都市である旭川市に隣接しています。東西

を大雪山国立公園と夕張山系に囲まれ、北に上川盆地、南に富良野盆地がある起伏に富んだ丘

陵地帯となっています。 

主な交通網は、旭川から浦河に至る国道２３７号と、旭川から富良野に通じるＪＲ富良野線

で、旭川空港へは自動車で約２０分の距離にあります。 

 気候は、寒暖の差が大きい内陸性気候で春夏秋冬がはっきりしており、年間平均気温５.９℃、

年間平均降水量９８９ミリメートルで、耕作に適した気候といえます。 

 本町の基幹産業は農業と観光業で、丘陵地帯では畑作や酪農が営まれ、標高２,０７７メー

トルの十勝岳などの山々を源とする美瑛川、宇莫別川、忠別川などの流域に水田地帯が形成さ

れています。丘陵地帯の畑の景観は、「丘のまちびえい」の観光資源となっております。 

 また、十勝岳山麓の白金温泉を中心に観光施設が充実しており、「白金青い池」や「道の駅

びえい『白金ビルケ』」などに多くの観光客（町内観光客入込数：令和元年度実績２４２万人）

が訪れています。 

 人口は、令和３年３月末現在、総人口９,７０４人で、世帯数は４,７８４世帯となっており、

人口は少子高齢化の影響を受け減少傾向を示しています。 

 本町の生活排水について都市計画用途地域内においては、公共下水道事業の基本計画が昭和

４９年度に立案され、昭和５１年度に事業着手して以来、昭和６１年から公共下水道で処理さ

れています。 

 その他の農村地域などにおいては、合併処理浄化槽の普及により、未処理のまま放流されて

いた生活排水は年々減少しているものの、河川の水質及び自然環境に配慮した取り組みの継続

が重要であります。 
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１ 基本方針 

（１）生活排水処理に係る理念、目標 

  生活排水について、一部未処理のまま河川などに放流されることが公共用水域の水

質汚濁の一因となっていると考えられていることから、環境に配慮した生活排水処理

が必要であり、すべての家庭から排出される生活排水の処理対策については、住民と行政

が一体となり取り組むことが重要です。 

快適で魅力ある生活環境の保全や持続可能な美瑛町の未来づくりを目標とし、生活排水

対策の必要性を住民とともに理解しつつ、地域の特性に応じた効果的な生活排水処理施設

の普及を積極的に推進してまいります。 

 

（２）生活排水処理施設整備及び排水処理の基本方針 

   生活排水処理施設整備の基本方針については以下のとおりとします。 

  ① 公共下水道計画区域においては、効果的な下水道整備を進めるほか、水洗化率の向上

を図ります。 

  ② 公共下水道計画区域外においては、合併処理浄化槽による処理を推進します。 

  ③ 単独処理浄化槽を設置している家屋については、生活雑排水の処理を進めるため、個

別の状況を勘案しつつ合併処理浄化槽への転換を促進します。 

  ④ 下水については、美瑛町終末処理場で適正に処理します。 

  ⑤ 汲取りし尿及び浄化槽汚泥については、美瑛町浄化センターで適正に処理しつつ、令

和４年度以降に旭川市への処理委託を検討します。 

 

２ 計画の期間 

本計画は、令和１３年度を目標年度とします。ただし、計画期間中においても、社会情勢

の変化や計画の進捗状況などにより、必要に応じて見直しを行います。 

 

３ 生活排水処理の状況 

公共下水道に接続している水洗化済みの世帯のし尿と生活排水の全ては、美瑛町終末処理

場で処理されています。 

また、合併処理浄化槽設置世帯の浄化槽汚泥（し尿と生活排水）や単独処理浄化槽設置世

帯の浄化槽汚泥（し尿）、浄化槽未設置世帯の汲取りし尿は、美瑛町浄化センターで処理さ

れています。 

本町における直近３か年（平成３０年度～令和２年度）の生活排水処理形態別人口の

推移は次表のとおりで、令和２年度末における処理形態別人口は計画処理区域内人口の

９,７０４人に対し、水洗化・生活雑排水処理人口８,３９３人（８６.５パーセント）、
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水洗化・生活雑排水未処理人口２３人（０.２パーセント）、非水洗化人口１,２８８人

（１３.３パーセント）となっています。 

 

生活排水処理形態別人口の推移                       （人） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

１ 計画処理区域人口 ９，９６５ ９，８８２ ９，７０４ 

２ 水洗化・生活雑排水処理人口 ８，５７０ ８，４７６ ８，３９３ 

 

（１）コミュニティ・プラント ０ ０ ０ 

（２）合併処理浄化槽 ２，２４６ ２，２２９ ２，１９５ 

（３）公共下水道処理区域人口 ６，３２４ ６，２４７ ６，１９８ 

（４）農業集落排水施設 ０ ０ ０ 

３ 水洗化・生活雑排水未処理人口 

（単独処理浄化槽） 
２３ ２３ ２３ 

４ 非水洗化人口 １，３７２ １，３８３ １，２８８ 

５ 計画処理区域外人口 ０ ０ ０ 

汚水処理人口普及率 ８６．０％ ８５．８％ ８６．５％ 

 

   汲取りし尿・浄化槽汚泥の処理状況の推移は次表のとおりで、人口の減少に比例し

てし尿の処理量は減少しているものの、浄化槽汚泥については増加傾向にあることか

ら、合併処理浄化槽の設置世帯数の増加や観光関連施設の新設などが考えられます。 

   なお、令和２年度の減少については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う

交流人口の減少が影響しているものと考えられます。 

 

汲取りし尿・浄化槽汚泥の処理状況の推移            （リットル／年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

汲み取りし尿 １，３０９，２２０ １，２９１，６８０ １，１０４，２４０ 

浄化槽汚泥 ３，０８１，９００ ３，１８０，０００ ３，１１８，６４０ 

計 ４，３９１，１２０ ４，４７１，６８０ ４，２２２，８８０ 
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４ 生活排水の処理主体 

  目標年次における生活排水処理の区分別の処理主体は次のとおりです。 

生活排水処理施設の種類 処理対象となる生活排水 処理主体 

公 共 下 水 道 し尿、生活雑排水 美瑛町 

合併処理浄化槽 し尿、生活雑排水 個 人 

し尿処理施設 し尿、浄化槽汚泥 美瑛町（令和４年度以降、旭

川市への処理委託を検討） 

 

５ 生活排水処理基本計画 

（１）生活排水処理基本計画 

   生活排水の処理は行政区域全域を対象とし、各処理施設の基本方針は次のとおりとしま

す。 

   なお、目標年度における汚水処理人口普及率は、下水道への接続並びに合併処理浄化槽

の設置が個々の経済状況に左右されることに鑑み、９０パーセント以上となることを目標

とします。 

  ① 公共下水道 

   公共下水道の計画区域内においては、効率的な整備を推進するとともに、水洗化率の

向上を目指します。 

   これまで、水洗便所改造及び排水設備改造に係る資金貸付や補助制度を設けることに

より、水洗化の普及促進に努めてまいりましたが、公共下水道の供用が開始された後も

接続されない家屋があることから、当該家屋の管理者などに水洗化に理解を求めるなど、

一層の水洗化の推進を図ります。 

  ② 合併処理浄化槽 

   公共下水道の計画区域外の地域、及び計画区域内において、当分の間下水道の整備が

見込めない地域においては、合併処理浄化槽による生活排水の処理を推奨し、設置補助

制度並びに維持管理経費補助による普及促進を図ります。 

    また、し尿のみを処理する単独処理浄化槽または汲取り便槽を設置している家屋につ

いては、生活排水の未処理放流を減少させ水質汚濁の防止を図るため、合併処理浄化槽

への転換を促進します。 

なお、公共施設である公園や交流施設などについては、その規模に応じた合併処理浄

化槽の整備を進めます。 

  ③ し尿処理施設 

    汲取りし尿・浄化槽汚泥は美瑛町浄化センターへ搬入し、令和４年度以降は、旭川市

への処理委託を検討します。 
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生活排水の処理の目標 

区  分 令和２年度 令和８年度 
目標年度 

令和１３年度 

汚水処理人口普及率 ８６．５％ ８８．５％ ９０．０％ 

 

人口の内訳                                （人） 

区  分 令和２年度 令和８年度 
目標年度 

令和１３年度 

１ 行政区域内人口 ９，７０４ ８，７００ ８，０００ 

２ 計画処理区域内人口 ９，７０４ ８，７００ ８，０００ 

３ 水洗化・生活雑排水処理人口 ８，３９３ ７，７００ ７，２００ 

（注）行政区域内人口は、令和２年度は美瑛町の行政区別人口動態（令和３年３月３１日

現在）を用い、令和８年度及び令和１３年度は厚生労働省国立社会保障・人口問題研

究所「日本の市区町村別将来推計人口（平成３０（２０１８）年推計）」を参考とし

て推計した。 

 

生活排水の処理形態別内訳                         （人） 

区  分 令和２年度 令和８年度 
目標年度 

令和１３年度 

１ 計画処理区域人口 ９，７０４ ８，７００ ８，０００ 

２ 水洗化・生活雑排水処理人口 ８，３９３ ７，７００ ７，２００ 

 

（１）コミュニティ・プラント   ０   ０ ０ 

（２）合併処理浄化槽 ２，１９５ ２，０００ １，９００ 

（３）公共下水道処理区域人口 ６，１９８ ５，７００ ５，３００ 

（４）農業集落排水施設   ０   ０ ０ 

３ 水洗化・生活雑排水未処理人口 

（単独処理浄化槽） 
  ２３   ２１ １９ 

４ 非水洗化人口 １，２８８ ９７９ ７８１ 

５ 計画処理区域外人口   ０   ０ ０ 
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施設及びその整備計画の概要 

区 分 計画処理区域 計画処理人口 整備予定年度 
総事業費 

（見込） 

合 併 処 理

浄化槽 

公共下水道計

画区域を除く

全域 

１，９００人 
平成４年度 

～  
令和１３年度 

７４１，００７千円 

公 共 下 水

道 

都市計画区域

における用途

地域 

５，３００人 
昭和５１年度 

～  
令和７年度 

９，４９１，８０３千円 

 

（２）汲取りし尿及び浄化槽汚泥の処理計画 

① 汲取りし尿及び浄化槽汚泥の排出量 

    目標年度における排出量は、次のとおりとします。 

（リットル／年） 

区 分 令和２年度 令和８年度 
目標年度 

令和１３年度 

し尿 １，１０４，２４０ １，０４７，０００ ９２２，０００ 

浄化槽汚泥 ３，１１８，６４０ ３，４５８，０００ ３，７０７，０００ 

計 ４，２２２，８８０ ４，５０５，０００ ４，６２９，０００ 

  ② 汲取りし尿及び浄化槽汚泥の処理計画 

汲取りし尿及び浄化槽汚泥の処理については、旭川市への処理委託を検討し、収集運

搬については、現行の形態を維持しつつ、より効率的に実施するものとします。 

 

（３）その他 

   家庭から排出される生活雑排水が未処理で放流されることにより、河川など公共用水域

の水質汚濁が引き起こされていることを周知し、生活排水対策の必要性について、広報紙

やホームページなどへの掲載による啓発活動を進めていきます。 

   公共下水道の計画区域外の地域においては、合併処理浄化槽の設置を促進するとともに、

浄化槽設置者や浄化槽維持管理業者に対し、適正な維持管理について周知を図ります。 

 

 

 


